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江戸時代に発達した数学文化「和算」

「和算」は江戸時代 |二 発達 した日本の数学です

が、1872年 (明治 5}|こ 日本の数学教育が西洋式に

統一された折に、西洋式の数学「洋算」と区別する

ために生まれた言葉て十:1丁戸時代には、単に「数

学」あるいは「算術_~算法_な どと呼んでいましたG

日本の数学の 'レ ーツ|ま 、中国や朝鮮半島から

入ってきた数学て下=員 も百 t」計算道具は「算木」

です。マッチ棒よ |う やや人き(て 、タテ・ヨコに

並べて、動かしながら計算そしました=私たちに

なじみ深い「そろはん=|ま室町埼代末期に伝来した

といわれていますこ

「そろばん」の教科書として有名なもの |こ は、江

戸時代初期の 1627年 (寛永4)に 出版された吉田

光由の『塵劫記』がありますc中国の数学書 F算法

統宗』を手本として作成され、そろばんの使い方

や計量法などをわかりやすく解説したものです。

江戸時代を通してのベストセラーであり、数学の

代名詞にもなりました。

「和算」の特徴の 1つ に「遺題継承」があります。

巻末に答えのない問題を提示し、後世の学者に解

を求めるものです。その問題を解いた答えと、自

分が考えたオリジナルの問題を巻末に掲載して出

版するというリレー方式の間答が 180年ほど流行

しました。

また、「算額奉納」も「遺題継承」と同様に、日本

独自の数学文化として盛んとなりましたc「算額」は

数学の絵馬です。創案した問題と解法を、特に幾何

学の問題が多いのですが、畳 くらいの大きさの板

に着色した図形と ^緒に書いた大作もあります。

算術家や市井の数学愛好家たちが、問題が解けた

ことを神仏に感謝するとともに、ますます勉学に励

むことを祈念して奉納したものとされていますが、

自慢する意味もあったのでしよう。全国に1,000

枚近くの「算額」が残っているといわれます。岡山

県岡山市の惣爪八幡宮にある算額には、「惣爪算連
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中」という数学サークルの様子が描かれています。

女性 2人 と少年 1人を合む 15人が数学を楽しんで

おり、武士階級ではない一般庶民のレベルにまで

数学文化が根づいていたことがうかがえます。

「忠臣蔵」で有名な赤穂浪士にも和算に深くかか

わる話が残っています。四十七士の村松秀直は、

養父が有名な数学者でした。名を村松茂清といっ

て、1663年 (寛文3)に『算俎』を著し、そのなか

では日本ではじめて円周率を小数点以下 7位まで

正しく計算しています。

村松茂清よりさらに先の小数点以下16位 まで正

しく求めたのが、有名な関孝和です。知名度のわ

りに謎の多い人物で、肖像画とされているものが

2枚残っていますが、まったく違った人物に見えま

す。

世界に通じる偉大な数学者・関孝和

関孝和は出生年が不明ですが、おそらく同じ数

学者のアイザック・ニュートン (1642年～ 1727

年)と 同時代の人だろうといわれています。

徳川幕府の御家人である内山家で生まれ、甲府

藩の関家の養子になりました。家を継いだ後は、

土地の測量調査にあたる「検地」の役人などをし

ました。当時の藩主は徳川一族の甲府綱豊です。

この綱豊は、のちに徳川綱吉の養子になり六代将

軍に就きます。関孝和は綱豊のもとで順調に出世

し、最後は徳川幕府の旗本でした。1708年 (宝永

5)に 亡 くなり、現在の新宿区にある浄輪寺に埋葬

されました。

関孝和には男子がいなかったので、実家の内山

家の弟の息子を養子にして跡継ぎにしました。しか

し、この養子の代で関家が断絶したこともあり、関

孝和の直筆の資料は残っていません。数学者として

現在も伝わる功績は、弟子たちが伝えたものです。

関孝和の円周率の計算にも、驚くべき功績があ

ります。これは、前述した村松茂清の『算俎』の

計算方法が下地にあります。円のなかにまず正方

形を内接させ、次に正8角形、正 16角形 と増やし

て、その辺の和を円周に近づけていく方法です。

最終的に正 32,768角形をつ くり出すことで円周

率を小数点以下7位まで正しく求めましたc

関孝和は正 32,768角 形から2倍の正 65,536角

形、4倍の正 131,072角 形の辺の和を計算し、そ

れら3つの数字を用いてその先を推定する「コン

ピュータープログラム」のようなものを考えたの

です。その結果、円周率を小数点以下 16位まで正

しく求めることができました。これは「加速法」と

呼ばれるもので、世界的にはニュージーランドの

数学者アレクサンダー・エイトケンの「エイトケ

ンの△2乗加速法」で知られています。関孝和がこ

の方法を考案したのは 1680年以前と考えられて

いて、エイ トケンが考案した 1876年 (明治 9)よ

りも約 200年早かったことになります。

関孝和の重要な業績には、「傍書法」の開発もあ

ります。数式を文字と記号で表現できるように工

夫したもので、西洋の代数に匹敵するものです。中

国から伝わった「天元術」は、算木と算盤を使って

高次方程式を解 く方法ですが、この「傍書法」で、

「天元術」では解けない問題も解lす るようになり、

「和算」を中国数学から飛躍的に発展させました。

「和算」は全国各地にさまざまな流派が存在しま

した。関孝和を祖とする流派は「関流」と呼びます

が、ほかのどの流派も、やつていることは本質的

に「関流」と同じでした。

1853年 (嘉永6)と 翌年の2回ペリー艦隊が来航

し、砲艦外交を展開しました。それにより、日米

和親条約が結ばれて (1854年 )、 日本は開国しま

した。同時に、西洋数学を基礎とする西洋の科学

技術が怒涛のごとく流れ込んできましたが、それ

らを吸収できた人の多くが和算家でした。関孝和

が確立した数学は、表現方法は違っていても、世

界に通用するレベルだったのです。実際、1868年

(明治 1)ま での 14年間に、日本の近代化の基礎が

築かれました。             日

―隅会 (2018年 3月 15日 )よ り
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